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§４ 糸満市及び周辺地域の工場適地の状況 

 

 糸満市において新たな産業の受け皿となる用地確保の可能性について検討するに当

たり、糸満市及び周辺地域の工場適地の状況について把握します。 

 

（１）糸満市及び周辺地域の工場適地の状況 

 

 沖縄県は、下記図に示すように、県内 16 箇所を工場適地としています。 

 このうち、糸満市の工場適地と特に連携が期待される周辺地域の工場適地として、国

際物流拠点産業集積地域に指定されている那覇市、浦添市、豊見城市、宜野湾市にある

工場適地が想定されます。 

 糸満市の工場適地は、糸満工業団地と糸満造船団地があるものの、用地はすでに完売

している状況にあります。糸満市においては、企業誘致の受け皿として新たな工場適地

確保の必要性について検討する必要があります。 

 

沖縄県の工場適地分布図 

 

※沖縄県企業立地ガイド （平成 29 年 3月）より 
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沖縄県工場適地一覧

 

 

※沖縄県企業立地ガイド （平成 29 年 3月）より 

※工場適地とは、工場立地法第２条に基づく工場適地調査の結果、工場立地に適した一団の土

地として、同法第３条工場立地調査簿に記載された工業用地のことです。 

※表中の「推定価格」は、沖縄県が平成 25 年 12 月に調査を行った際の分譲価格です。最新の

価格については、各地域の市町村担当窓口にご確認下さい。 
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（２）真栄里地区を計画地区とした背景 

 

 糸満市内において新たな産業の受け皿となる用地を確保するに当たり、真栄里地区を

計画地区として抽出、選定しました。また、真栄里地区を抽出、選定するに当たり、下

記の事項について検討しました。 

 

   ●計画地区の抽出、選定の視点 

    ①一団の広がりがあるエリアであること。 

    ②比較的造成の容易な平坦地であること。 

    ③国道や県道等幹線道路へのアクセスが容易であること。 

    ④那覇空港及び那覇港、高速道路 IC 等への到達時間が有利であること。 

    ⑤市街地からの近接性が高いこと。 

    ⑥既存工業団地への近接性が高いこと。 

    ⑦転用が困難な土地利用規制区域を含んでいないこと。 

 

 




